
 

 

              アンコンシャス・バイアスの棚卸し 

講演会報告                 ～「私らしく」のその先へ～ 

講師：国立女性教育会館事業課客員研究員 高橋由紀さん  

    あびこ女性会議は､市と共催で毎年行なっている講演会 

を昨年６月 24 日に開催しました｡テーマは｢アンコンシャ 

ス・バイアス(無意識の思い込み､偏向､偏見のこと）」。 

講師は､国立女性教育会館事業課客員研究員であり、あ 

   びこ市民活動ステーションのマネージャーとしても活躍中 

の高橋由紀さんにお願いしました。 

前半は講義形式で、後半は参加者も共に考えるワークシ 

   ョップ形式だったこともあり、全体的に和やかな雰囲気の 

   講演会でした。 

  

 

はじめに 

       ｢私らしさ｣や｢私らしく｣という言葉は、男女共同参画の啓発事業の中で､よく使 

われています。「性別（ジェンダー）にとらわれずに自分らしく生きよう」という意味で 

す。しかし人は生れたときから男であるか、女であるかを基準に育てられ、またしつけや 

育つ過程で、周りから見聞きして覚える性別役割（男は仕事、女は家庭など）は、社会的 

な規範となり、そこからはずれることは生きづらさを抱えることに繋がります。その上 

「私らしくあらねばならない」となると二重の苦しみを抱えた中で、自分がなにものな 

のかわからない状況で生きることになります。 

     市民活動ステーションは市の男女共同参画室と協働で、令和２年度から「『私らしく』の 

その先へ」という連続講座を実施してきました。「私らしく」の呪縛から逃れ、周囲からの 

期待や基準で自分の人生を歩むのではなく、自分のものさしを持とうという思いを込め 

た試みでした。その連続講座のまとめのような位置づけでお話しできたらと思います。 

 

知識を得る （講義編）  

 

1， アンコンシャス・バイアスとは何かを知る 

◆言葉の意味  

アンコンシャス・バイアスは無意識の思い込み、偏向、偏見と訳されます。「無意 
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識」というのは自分の言葉や行為に気がつかない、「思い込み、偏向、偏見」は 

十分な根拠がないまま行なう判断や考え方といった意味です。 

例えば、高齢者は頭が固い、血液型でＡ型の人はまじめ、九州男児は亭主関 

白、男が泣くのはみっともない、女性は出しゃばらない方がかわいい…………。 

あまりに生活の中に「あるある」なので見過ごしてしまうことも多くあります。 

アンコンシャス・バイアスは人に対するものとして働きます。初対面の人に対し 

 て外見や第一印象、性別、出身地など、その人が持っている属性と言いますが、 

それら本人に変えられないもので判断してしまうことが多くあります。 

一方で自分に対するバイアスもあります。女だからあまり頑張らなくてもいい、 

男の人についていけばいいとか、男だから安定した職業を持たないと結婚でき 

ないとか、子育て中だから責任のある仕事は難しいと、特に女性が思ってしまっ 

たり。どちらかというとネガティブなバイアスをかけて、自信が持てなくなったり、 

チャレンジすることをしなくなって自分の能力に気づかずにいたり、諦めてしまっ 

たりします。これが自己肯定感を低めてしまうことに繋がります。 

バイアスは文化によっても強度が異なると言われます。欧米では性別、人種や 

宗教のバイアスが強く、日本は圧倒的に性別のバイアスが強い。また、国籍による 

バイアスも強くかかります。 

◆使われるようになった経緯 

新聞記事を調べるとこの言葉が日本で使われるようになったのは、ここ３年 

       くらいのこと。アメリカでは１９８０年代から人種差別や女性の社会進出を阻む背 

       景にあるものとして調査研究が行なわれてきました。 

企業ではダイバーシティが進まないことの背景として着目され、調査と対策 

が進み、日本の企業でも、社員研修に取り入れるところが増えています。 

◆代表的なアンコンシャス・バイアス 

・ステレオタイプ＝属性をもとに先入観や固定観念で相手を見る。     

・正常性バイアス＝自分に都合のいいように思い込む。           

・確証バイアス＝自分の考えに合う情報や都合の良い情報に目が向く。 

・権威バイアス＝権威のある人の言うことを間違いないと思い込む。 

・集団同調性バイアス＝周りと同じように行動したくなる。 

◆性別に関するアンコンシャス・バイアスについて考える 

ジェンダーと言う言葉は、かなり広く知られるようになってきました。産まれた 

      時に体の特徴から判断される生物学的な性別に対し、成長する過程で形成され 

る性別のことを､「社会的性別」といい、日本では輸入した言葉そのままでジェン 

ダーと言います。 

ここで大事なのは、男性であるか女性であるかで｢社会的な役割｣が異なると 

      考えられてしまうことです。女は家庭、男は仕事がその代表でしょう。 

ジェンダーは社会で人が生きていくための軸になるものだと思います。ここに 

      基づいて人格が形成されます。ですからそのジェンダー意識が揺らぐと人は生き 

にくくなってしまいます。男はこうだ､女はこうだというジェンダー・バイアスであ 

まり型にはめすぎると、性別役割のステレオタイプから抜け出せなくなってしまい 

ます。 

      



 

 

 

 

学びを深める（ワークショップ編）    ＊参加されなかった方も考えてみてください 

 

2、 アンコンシャス・バイアスを考えるためのワークショップ 

 First ｓtep ひとり、ひとりで ⇒時代の流れを確認し、自分の産まれ育った時代背景に 

思いをはせる。   

 ①第二次世界大戦後から今日までの年表を読む（日本の動きの部分）。                                            

 ②年表にあなたの歴史を書き入れる。 

〈記入のポイント〉生まれた年、教育、仕事、ライフイベント（出会い､ 

子育て､趣味など）、場所の移動(引っ越し､海外旅行など）。 

 Second step グループで⇒自分の性別を初めて意識した時を考えてみる。 

  〈話し合いのポイント〉いつ、どんなきっかけだったか、人に言われた言葉か､ 

誰に言われた言葉か。 

まとめ；時代は変わり､ジェンダー意識も変化していく。個人史を、男女共同参画・ジェ

ンダ－関連の動向および日本社会の動きと重ねてみることで、自分自身のジェン

ダー・バイアスに気づくことができる。                            

考えを共有する：グループで話し合ったことから新たに気づいた点はあったか。世代の異なった 

人と話せたでしょうか。経験の違いから学ぶことはあったでしょうか。 

 

☆参加者の感想から（多かったご感想）☆  

・全体的にはとてもわかりやすく楽しく学ぶことがで 

きた。アンコンシャス・バイアスは誰にでもある、自分事 

として捉えられた。 

・ワークショップでは、性別や年代の違う方と話す機会 

が持ててよかった。だが時間が足りない。もっと時間 

がほしかった。                                （文責・佐竹） 

 

■女性議員が 6 人に                               

  11月 19 日に行なわれた我孫子市議会議 

員選挙で、女性議員が 1 人増えて 6 人に 

なりました。それでもまだ女性比率 25％ 

です。議会という重要な意思決定の場に 

女性が増えることは嬉しいことです。 

 

あびこ女性会議は、誰もが自分らしく生き 

られる社会を目指して活動している市民 

グループです。仲間を募集しています。 

問合せ：佐竹（℡04－7139－6219） 

 

予告！ 

消費生活展に参加します 

 2 月 3 日、4 日市民プラザで行なわれる 

第 48 回消費生活展にあびこ女性会議も 

参加します。 

「ジェンダーの視点で暮らしを考えよう」 

をテーマに、子どものおもちゃを選ぶと 

きの視点、配偶者の呼び方、ジェンダー 

レス制服、男女の賃金格差を切り口に暮 

らしを考える場とします。 

是非おいで下さい。 

 



         我孫子で生きる女性たち その１１  

 

「我孫子市消費者の会」や「音訳ボランティア我 

   孫子｣などさまざまな市民活動団体で活躍中の和田 

三千代さんに､これまでの人生を振り返っての文章 

を寄せていただきました。そこからは､和田さんの 

原点や活動を支える原動力が見えてきます。 

 

私の歩いてきた道  和田三千代

                  

１ 戦中のこと 

 私は昭和１０（１９３５）年７月に東京の小石川（今は

文京区）で、姉・兄・兄の一番下に生まれました。父

は、教師をしていました。３月、５月の節句などは

人形を飾って家族で祝いました。その時子どもは

一人ずつ、家族の前で何かを発表する時間があ

りました。幼稚園で習った歌でも良し、小学校に入

ってからは教科書を読むのでも良い、と。 

 昭和１６年１２月８日に始まった戦争はひどくなり、

小学校３年以上は疎開しろとの命令。母の親戚が

疎開していた熊谷市に一人で預けられました。東

京大空襲の後、父が生まれた広島県の山の中に、

父だけを東京に残して家族は疎開しました。 

 父は家族が疎開しているからと、生徒募集の試

験官を他の人と替わってもらい、８月５日に広島に

着き、８月６日爆心地から６００メートル離れた旅館

の２階で被曝しました。即死ではなく、広島被服廠

まで逃げ、１２日に私達のいた父の生家まで帰り、

報告書を母に口述筆記させ、１８日午前１時息を引

き取りました。 

２ 結婚するまで 

 昭和２４年に東京へ帰り、江戸川区小岩のアパ

ートに住み、母が仕事をしてくれたので、私は高

等学校へ進学することができました。卒業後、銀

座６丁目にあった会社に就職しました。その時代

は、片親では銀行等への試験を受けることもでき

ませんでした。そこに２年後に大学を出て就職し

てきた和田洋二と結婚し、松戸の常盤平団地に１２

年暮らし、１男を得ることができました。 

 

３ 団地で始めた市民活動 

 何もない団地で、母親たちは母の会を作り、資

格のある人を頼んで３歳児保育を始めました。子

どもが小学校に入ったとき、私も１年生になって何

かやりたいと思い、新聞に載った日本点字図書館

で、視覚障害の方への朗読（今は音訳という）の

勉強を始めました。松戸朗読奉仕会の参加に加わ

り、松戸市の広報等を吹き込みました。 

４ 我孫子でのこと 

 現在、天王台に住み「我孫子市消費者の会」の３

代目の会長を務めています。その活動は多くの友

人達と一緒に楽しく続けて来年は５０年になりま

す。会長になった時、消費者問題って何かを学び

に東京へ行き、友人たちと国や企業への働きかけ

もしました。特に、除草剤「ＣＮＰ」の禁止は、全国の

人の一部のガンを減らすことにつながりました。 

 今は千葉県消費者団体連絡協議会（６団体で構 

成）の会長も務め、千葉県のいくつかの委員会に加 

わり、消費者としての考えを述べる機会も得ました。 

 また、広島で父を失ったことから、我孫子市の

平和事業でも、中学生の広島、長崎への派遣事業

等の立ち上げにも参加、平和事業推進条例を作る

まで、委員を務めました。 

 「音訳ボランティア我孫子」も、私は今、定例会

に参加し、朝日新聞の天声人語だけ家で音訳して

複製したものを、我孫子と松戸の人に聞いてもら

っています。 

 ８８歳の今、もう少しできることは続けようと思

います。皆様とご一緒に。

 


